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か
わ
ば
た
・
じ
ゅ
ん
し
ろ
う

１
９
３
４
年
生
ま
れ
。
東
北
大
学
、

同
大
学
院
で
学
ぶ
（
宗
教
学
専
攻
）。

ド
イ
ツ
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
留

学
、
ブ
ル
ト
マ
ン
に
師
事
。
東
北
学

院
大
学
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
の

教
員
を
務
め
１
９
９
９
年
に
定
年
退

職
。
ま
た
日
本
基
督
教
団
常
議
員
、

同
讃
美
歌
委
員
、
Ｗ
Ｃ
Ｃ
中
央
委
員

を
歴
任
、
日
本
基
督
教
団
仙
台
北
教

会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
九
条
の
会
全
国

講
師
団
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
し

た
。
ブ
ル
ト
マ
ン
の
翻
訳
、
バ
ッ
ハ

研
究
な
ど
多
数
の
著
訳
書
が
あ
る
。

２
０
１
３
年
５
月
逝
去
。

教
会
と
戦
争

川
端
純
四
郎 

著�

没
後
３
年

遺
さ
れ
た
論
文
・
講
演
・
エ
ッ
セ
イ
類
か
ら
28
編
を
精
選
。

教
会
の
戦
争
責
任
か
ら
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
責
務
ま
で
、
著
者
の

多
面
的
な
活
動
の
根
底
に
あ
っ
た
信
仰
と
思
想
の
全
体
像
を
描

き
出
す
一
書
。

浅
見
定
雄
氏
の
「
川
端
純
四
郎
さ
ん
の
こ
と
―
―
編
集
後
記
に

代
え
て
」
を
収
録
。�

◆
四
六
判
・
４
３
５
頁
・
本
体
２
５
０
０
円

著
者
の
既
刊
書
よ
り

３
・
11
後
を
生
き
る
キ
リ
ス
ト
教

�

◆
四
六
判
・
97
頁
・
本
１
１
０
０
円

4
月
18
日
発
売

3
月
23
日
発
売

　
　【
目
次
よ
り
】

1
　
現
代
に
お
け
る
矛
盾
と
差
別

2
　
教
会
と
戦
争
―
―
仙
台
東
三
番
丁
教
会
の

場
合

3
　
聖
書
と
バ
ッ
ハ
と
マ
ル
ク
ス

4
　
歴
史
を
背
負
っ
て
生
き
る
と
い
う
こ
と

5
　
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

6
　
同
志
社
と
東
華
学
校

7
　「
合
同
の
と
ら
え
な
お
し
」
と
日
本
基
督
教

団
の
歩
み

8
　
私
の
信
仰
告
白
と
「
信
仰
告
白
文
」

9
　「
信
仰
告
白
に
関
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て

10
　
信
仰
告
白
と
聖
書
学

11
　
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
と
私
た
ち
の
使
命

12
　
祈
り
三
題

13
　
現
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
視
点
と

は
何
か

14
　
キ
リ
ス
ト
者
と
天
皇
制
・
大
嘗
祭

15
　
な
ぜ
日
本
共
産
党
か
―
―
信
仰
と
科
学

16
　
無
実
を
叫
び
続
け
―
―
故
佐
藤
誠
氏
の
こ
と

17
　
靖
国
神
社
問
題
と
日
本
人
の
宗
教
心

18
　
キ
リ
ス
ト
者
の
政
治
参
加

19
　
平
和
七
夕

20
　
平
和
七
夕
二
十
年

21
　
核
兵
器
廃
絶
市
民
行
進
の
二
十
五
年

22
　
教
会
と
信
仰
者
と
国
家
―
―
創
造
の
秩
序

を
め
ぐ
っ
て

23
　
礼
拝
に
お
け
る
奏
楽
の
位
置

24
　
神
は
か
く
も
世
を
愛
し
給
え
り

25
　
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
心
構
え

26
　
礼
拝
と
賛
美

27
　
礼
拝
と
賛
美
の
八
〇
年

28
　
礼
拝
と
音
楽



4 月の新刊

● 待 望 の 増 補 新 版

パ
ウ
ロ
小
書
簡
の
神
学

叢
書
新
約
聖
書
神
学
9

カ
ー
ル
・
Ｐ
・
ド
ン
フ
リ
ー
ド
、
Ｉ
・
ハ
ワ
ー
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
著

山
内
一
郎
、
辻 

学
訳�

◆
四
六
判
・
２
７
０
頁
・
本
体
４
０
０
０
円

本
書
は
、　

第
一
、
第
二
テ
サ
ロ
ニ
ケ
書
（
ド
ン
フ
リ
ー
ド
）、
フ
ィ
リ
ピ
書
、
フ
ィ
レ
モ

ン
書
（
マ
ー
シ
ャ
ル
）
を
扱
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
が
執
筆
さ
れ
た
歴
史
的
状
況
を
再
構

成
し
、
各
書
簡
の
構
造
を
概
観
し
た
上
で
、
パ
ウ
ロ
が
受
取
人
た
ち
に
何
を
伝
え
よ
う
と

し
た
の
か
を
追
究
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
い
か
な
る

意
味
を
持
つ
か
と
い
う
「
適
用
」
の
問
題
に
も
及
ぶ
。

【
叢
書
新
約
聖
書
神
学
の
内
容
】

1
．
マ
ル
コ
福
音
書
（
テ
ル
フ
ォ
ー

ド
）

2
．
ル
カ
福
音
書
（
グ
リ
ー
ン
）

3
．
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
（
ス
ミ
ス
）

4
．
使
徒
言
行
録（
イ
ェ
ル
ヴ
ェ
ル
）

5
．
ロ
ー
マ
書
（
ハ
ー
カ
ー
）
未
刊

6
．
第
一
コ
リ
ン
ト
書
（
フ
ァ
ー

ニ
ッ
シ
ュ
）
未
刊

7
．
第
二
コ
リ
ン
ト
書
（
マ
ー
フ

ィ
ー
・
オ
コ
ナ
ー
）

8
．
ガ
ラ
テ
ヤ
書
（
ダ
ン
）

9
．
パ
ウ
ロ
小
書
簡
（
本
書
）

10
．
コ
ロ
サ
イ･

エ
フ
ェ
ソ
書（
リ

ン
カ
ン
／
ウ
ェ
ダ
バ
ン
）
未

刊

11
．
牧
会
書
簡
（
ヤ
ン
グ
）

12
．
ヘ
ブ
ル
書
（
リ
ン
ダ
ー
ス
）

13
．
公
同
書
簡
（
チ
ェ
ス
タ
ー
／
マ

ー
テ
ィ
ン
）

14
．
ヨ
ハ
ネ
書
簡
（
リ
ュ
ウ
）

15
．
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
（
ボ
ウ
カ
ム
）

エレメンツ 増補改訂版
ジェレミー・ダフ著／浅野淳博訳� 新約聖書ギリシャ語教本
過去 1世紀以上にわたり「エレメンツ」と呼ばれ英語圏で親しまれてきた定番の
入門書。本書は、2005 年に完全改訂された第 3版に基づいて 2008 年に日本語訳
が刊行されたが、このほどさらなる使いやすさを追求した増補改訂版として登場。
一般信徒、神学生、教職者にいたるまで幅広いニーズに応える、新約聖書ギリシャ
語初級文法教本の決定版。� ◆B5判・264 頁・本体 4000 円

4
月
15
日
発
売

カール・P・ドンフリード（Karl P. Donfried）
ハーバード神学校、ユニオン神学校等で神学
を学んだ後、ハイデルベルク大学でボルンカ
ムに師事（神学博士）。1968 年から 2005 年ま
でスミス・カレッジで教鞭を執った。

ハワード・マーシャル（I. Howard Marshall）
ケンブリッジで学んだ後、アバディーン大学
で博士号取得。同大学名誉教授。牧会書簡注
解（ICC）をはじめ多くの注解を著している。



5 月以降の出版予定から

● 3 月に出た本

使
徒
行
伝 

下
巻

荒
井
献
著�

【
現
代
新
約
注
解
全
書
】

邦
人
の
手
に
な
る
学
界
最
高
水
準
の
行
伝

注
解
、
上
巻
刊
行
か
ら
39
年
ぶ
り
に
完
結

す
る
。
巻
末
に
は
、「
補
論　

最
後
の
パ
ウ

ロ
」
お
よ
び「
概
説　

使
徒
行
伝
」
を
収
録

す
る
。�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
９
０
０
０
円

自
由
意
志
論
　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
選
集
1

柴
田
ひ
さ
子
訳
／
森
本
あ
ん
り
監
修

理
性
の
独
立
を
強
調
す
る
啓
蒙
主
義
思
潮

を
厳
し
く
批
判
し
な
が
ら
、
道
徳
的
主
体

と
し
て
の
自
由
と
尊
厳
を
擁
護
す
る
―
―

そ
の
狭
く
困
難
な
論
証
。

�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
７
０
０
０
円

人
が
神
に
な
ら
な
い
た
め
に

荒
井
献
著
　
説
教
集
。�

◆
四
六
判
・
本
体
２
０
０
０
円

「十
字
架
に
つ
け
ら
れ

給
ひ
し
ま
ま
な
る

キ
リ
ス
ト」

青
野
太
潮
著
　
説
教
・
奨
励
集�

◆
四
六
判
・
本
体
２
０
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

4
月
号
―
特
集   

聖
書
の
翻
訳

寄
稿
者
：
大
野
惠
正
、
川
島
貞
雄
、
加
藤
常
昭
、
山
浦
玄
嗣
、
前
川
裕
、

島
先
克
臣
、
内
田
樹
、
木
内
み
ど
り
、
佐
藤
優
、
辻
学
ほ
か

岡
野
昌
雄
著

信
じ
る
と
い
う
感
覚
（
仮
題
）

福
音
書
に
記
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
不
条
理
な
振
る
舞
い
は
な
ぜ
？　

素
朴
な
疑
問
に
答

え
な
が
ら
、
聖
書
や
教
会
や
信
仰
の
本
質
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
初
心
者
に
気

軽
に
勧
め
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
への
超

ス
ー
パ
ー

入
門
書
。�

◆
Ｂ
６
判
・
予
価
１
０
０
０
円

ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
著
／
福
嶋 

揚
訳

希
望
の
倫
理

64
年
に
『
希
望
の
神
学
』
で
衝
撃
的
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
著
者
が
46
年
後
に
、

こ
れ
ま
で
の
神
学
的
営
為
の
総
決
算
と
も
言
う
べ
き
書
を
書
き
上
げ
た
。
い
ま
真

の
希
望
の
あ
り
か
を
指
し
示
す
21
世
紀
の
倫
理
。�

◆
四
六
判
・
予
価
４
５
０
０
円

ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
ァ
ー
ニッ
シ
ュ
著
／
焼
山
満
里
子
訳

第
一
コ
リ
ン
ト
書
の
神
学

パ
ウ
ロ
研
究
の
第
一
人
者
が
、「
パ
ウ
ロ
の
神
学
」
を
安
易
に
語
る
こ
と
を
戒
め
つつ
、

伝
道
者
・「
使
徒
」
と
し
て
走
り
抜
い
た
彼
の
、
第
一
コ
リ
ン
ト
書
に
込
め
た
独
自

の
目
標
・
特
徴
を
手
堅
く
綿
密
に
検
討
す
る
。�

◆
四
六
判
・
予
価
３
５
０
０
円

重
版
出
来

山
口
里
子
著

イ
エ
ス
の
譬
え
話
１

ぶ
ど
う
園
の
主
人
や
放
蕩
息
子
の
父
は
本
当
に
慈
し
み
深
い
神
の
譬
え
な
の
か
？　

イ
エ
ス
は
ガ
リ
ラ
ヤ
の
農
民
た
ち
に
全
く
別
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
で
は
な
い
か
？　

フェミ
ニ
ス
ト
視
点
に
よ
る
衝
撃
の
新
解
釈
。�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
２
０
０
０
円

重　版



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０16年

5

旧
約
聖
書
と
お
金�

…
…
…
…
…
…
…
長
谷
川
修
一

恵
み
と
し
て
の
献
金�

…
…
…
…
…
…
…
…
佐
竹　

明

「
タ
ラ
ン
ト
の
譬
え
」
で
イ
エ
ス
は
何
を　
　
　
　

　

問
い
か
け
た
の
か�

…
…
…
…
…
…
山
口
里
子

地
球
温
暖
化
時
代
21
世
紀
の
経
済
活
動

�

…
…
…
…
東
方
敬
信

神
と
富
の
間�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
梅
津
順
一

資
本
主
義
に
生
き
る
教
会�

…
…
…
…
…
南
野
浩
則

な
ぜ
、
韓
国
女
性
神
学
者
協
議
会
は

　
「
女
性
神
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
再
開
し
よ
う
と
す
る
の
か

�

…
…
…
…
…
李
恩
選
／
解
説
・
堀
江
有
里

【
連
載
】

◆
新
約
釈
義　

第
一
テ
モ
テ
書 

3�

…
…
…
…
辻　
　

学

◆
聖
書
素
読 

5�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金　

必
順

◆
消
し
ゴ
ム
点
描 

5�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
望
月
麻
生

◆
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
・
聖
書
と
わ
た
し 

5�

…
…
吉
原　

毅

◆
カ
ナ
ダ
教
会
通
信 

9�

…
…
…
…
…
…
…
…
木
原
葉
子

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

14�

…
…
…
…
…
…
内
田　

樹

◆
現
代
日
本
の
福

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
音 

19�

…
…
…
…
…
…
髙
橋
優
子

◆
南
島
キ
リ
ス
ト
教
史
入
門 

19�

…
…
…
…
…
一
色　

哲

◆
こ
と
ば
の
履
歴
書 

26�

…
…
…
…
…
…
…
…
佐
藤　

優

特
集
：
聖
書
と
お
金

●
か
つ
て
金
融
マ
ン
で
現
在
は
牧
師
を
目
指

し
て
い
る
あ
る
友
人
か
ら
、
世
の
中
の
貨
幣

の
総
量
は
負
債
の
総
量
に
等
し
い
、
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
を
正
確
に

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

強
烈
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
要
す
る
に
貨

幣
は
空
か
ら
降
っ
て
く
る
わ
け
で
な
く
、
中

央
銀
行
が
発
行
し
て
市
場
に
流
通
し
て
い
く

も
の
で
す
が
、
そ
の
過
程
は
必
ず
誰
か
の

負
債
と
対
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
。
最
も
代
表
的
な
の
は
国
の
借
金

で
あ
る
国
債
。
そ
れ
を
中
央
銀
行
が
民
間
銀

行
か
ら
購
入
す
る
と
、
貨
幣
が
銀
行
に
流
れ
、

銀
行
が
そ
れ
を
貸
し
出
し
、
再
び
新
し
い
負

債
が
発
生
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

現
実
の
貨
幣
供
給
の
技
術
的
な
問
題
は
さ
て

お
き
、
私
の
脳
内
に
は
、
貨
幣
経
済
が
回
っ

て
い
く
た
め
に
い
わ
ば
原
罪
的
に
負
わ
ね
ば

な
ら
な
い
「
根
源
負
債
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

●
マ
タ
イ
が
記
す
「
主
の
祈
り
」
の
一
節
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。「
わ
た
し
た
ち
に
負
債
の

あ
る
者
を
ゆ
る
し
ま
し
た
よ
う
に
、
わ
た
し

た
ち
の
負
債
を
も
お
ゆ
る
し
く
だ
さ
い
」。
こ

こ
に
は
二
種
の
負
債
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
私
た
ち
が

社
会
関
係
を
生
き
て
い
る
限
り
必
ず
持
た
ね

ば
な
ら
な
い
他
者
と
の
貸
し
借
り
。
そ
れ
は

金
銭
の
場
合
も
あ
る
し
、
罪
責
と
呼
ぶ
べ
き

場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
究
極
の
所
、

自
分
が
こ
の
よ
う
に
命
を
与
え
ら
れ
て
生
か

さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
に
借
り
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
恩
義
は
、
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
も
返
せ
る
負
債
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
借
り
を
意
気
に
感
じ
、

返
せ
な
い
な
り
に
神
に
応
え
よ
う
と
す
る
道

が
、
他
者
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
債
権
を
喜

ば
し
く
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な
い
、
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
分
に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ

と
で
す
が
―
―
。

●
荒
井
献
先
生
の
使
徒
行
伝
注
解
全
３
巻
の

完
結
を
記
念
し
て
講
演
会
を
催
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

・
日
時　

6
月
11
日（
土
）
午
後
1
時
30
分
～

・
会
場　

教
文
館
9
階
ウ
ェン
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル

・
主
題　
「
受
け
る
よ
り
は
与
え
る
方
が
幸
い

　
　
　
　

で
あ
る
」（
行
伝
20
：
35
）
再
考

・
会
費　

５
０
０
円
。
要
申
し
込
み

・
主
催　

教
文
館
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
協
会

�

お
よ
び
小
社
の
後
援
）

お
申
し
込
み
は
教
文
館
キ
リ
ス
ト
教
書
部
へ
。

（F
ax: 03-3563-1288

�
em
ail: xbooks@

kyobunkw
an.co.jp

）


